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東 武 鉄 道 株 式 会 社 
 

東武鉄道では、ＳＬ大樹の「単機けん引運転」を２０２１年１月１７日（日）から「Ｃ１１ ３２５号

機」の運転により実施します。 

ＳＬ大樹開業当時より、日光・鬼怒川エリアを運行しているＳＬ「Ｃ１１ ２０７号機」は長期的な定

期検査に入ることから、期間中は「Ｃ１１ ３２５号機」のＳＬ編成による単機けん引運転を中心に行い

ます。なお、ＳＬ大樹「ふたら」運転日には、補機としてＤＬが連結します。 

また、同期間中は、当社単独でＳＬ機関士を養成できる体制が整ったことから、ＳＬ機関士として必要

な知識や技能の習得を図る自社養成を実施し、ＳＬの複数機運転に向けて、要員面での安定的な体制を整

えてまいります（自社養成の詳細についてはこちらをご覧ください）。 

詳細は以下のとおりです。 

 

１ 運転期間 

   ２０２１年１月１７日（日）から２０２１年５月頃まで 

   ※２０２１年のＳＬ運転日はこちらをご覧ください。 

 

２ 編成内容 

   ＳＬ・車掌車・客車３両編成 

 

（編成予定図） 

 

 
 
※ＳＬ大樹は、日常的に安全運転に必要な点検を実施し、運転当日には出発前の点検を行い安全運行に努めておりますが、

それらの点検の際に異常が確認された場合には運休もしくはＤＬ大樹による代替運転となる場合がございます。あらか

じめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 ＳＬ「Ｃ１１ ３２５号機」による 

単機けん引運転のお知らせ 

△昨年度Ｃ１１ ２０７号機の単機けん引運転の様子 

（イメージ） 

https://www.tobu.co.jp/cms-pdf/releases/2020121610301473K4jrIUXbnYePSFjwZ90Q.pdf
https://www.tobu.co.jp/sl/data/pdf/news_20201126.pdf

